























































































































































































































































































































































































は書簡の公開を望まず (75.4. 27 ; 150) (26)，院内の混乱をさりげなく伝え
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的なものではなく，激しい党派的な動きに目を奪われることなく，その底流を
なすものを十分に認識した上でのことであった。
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li. 第14会期










































































































































































































再開されて 1週間で，再び休会 (5月28日)，以後， 7月16日， 12月3日に休
会の延長が告げられ，議会が再開されたのは，ようやく 78年(当時の暦法では













































この件の審議は 2月20日から始められたが (77.2. 20 ; 179)， 22日の書簡で








































































































































































































































































































































全家屋を課税の対象とすることとしたが (78.2. 19 ; 217)，その作業が，評価
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